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氏名  川村泰朗 

所属組織 （株）日本能率協会マネジメントセンター 

越境ラーニング事業部長 

略歴 1990年：(社)日本能率協会入職 

1991年：(株)日本能率協会マネジメントセンター転籍 

   中部事業本部（自動車メーカー・関連企業営業） 

2002年：マネジメントコンサルティング事業部 

   （経営品質、組織調査およびコンサルティング） 

2008年：パーソナルラーニング事業 

   （通信教育・ｅラーニング：開発部長、事業部長） 

2019年：新事業開発部長、兼：時間デザイン研究所研究員 

2022年：越境ラーニング事業部長 

保有資格  

実績 令和 3年度事業 

「新たな旅のスタイル」促進事業での助言実績 ・TIS株式会社 

・日本能率協会総合研究所 

令和 4年度事業 

・ワーケーション推進事業アドバイザーとしての助言 

・駒ケ根市、日本アイ・ビー・エム 

ワーケーション

関連の専門性 

■専門性  

企業向け：☑経営戦略策定支援   ☑新規事業開発支援 

 ☐人事労務制度設計支援 ☐その他（                ） 

地域向け：☐事業戦略（計画）策定支援  ☑コンテンツ・商品開発支援 

 ☐広報・ブランディング支援  ☐その他（             ） 

ワーケーション

関連の実績 

 1）「企業人材と地域事業者との協働プロジェクト」和歌山県(令和 1年度） 

・和歌山県の田辺・白浜地域における中小企業、若手事業者等の課題解決に係る地方創生講

座を開講。対象は、首都圏に本社事業所を置く企業 13社。参加者は課題解決に向けて協働す

ることにより、関係性構築を推進した。総務省「R1関係人口創出モデル事業」採択 

2）①「地域資源を活用した人材育成プログラムの開発と実施」新潟県妙高市（令和 2年度） 

・妙高市の産学連携により企業向けのラーニング型ワーケーション商品を開発。同市のアウトド

ア専門学校との共同開発により、本格的なトレッキングを素材に、ラーニングワーケーションプロ

グラムを開発。 

2）②「地域資源を活用した人材育成プログラムの開発と実施」岩手県釜石市（令和 2年度） 

・同市のオープンシティ戦略に基づき、都市部の企業人材と震災復興に取り組む人々との交流を

通じて、不撓不屈のリーダーシップの開発するラーニングワーケーションプログラムを開発。 

③鳥取市鹿野地区の街づくりに学ぶラーニングワーケション開発(令和 3年度) 

④福井県永平寺町におけるウエルビーイングをテーマにしたラーニングワーケション開発(令和 3

年度) 

⑤岩手県八幡平市におけるサーキュラーエコノミーをテーマにしたラーニングワーケション開発



(令和 4年度) 

⑥北海道礼文島における企業関係人口調査とモニタープログラム開発 

申請を検討する

事業者へ 

３０年間にわたり、企業内教育および経営品質向上(CS 経営）分野において、大手企業を

対象としたリューション営業、人と組織調査、コンサルティング、通信教育・ｅラーニングコとい

ったパーソナルラーニングの開発、同事業運営など、一貫して人材育成の経験実績を積ん

でまいりました。 

４年前より、人材育成プログラムの革新をめざし、１年半に亘る和歌山県での実証活動の

後「越境学習：ラーニングワーケーション®」を提唱し、事業化に取り組み、現在、北海道、岩

手県、和歌山県、鳥取県、新潟県、高知県、鹿児島県他でプログラム開発を行っています。 

特に、企業におけるイノベーションを推進する人材の育成をメインテーマに、ラーニングワー

ケーション（越境学習）の社会実装において先駆者を自負しています。 

＜伴走支援マッチング希望＞ 企業・地域の応募申請時 

企業主導型 企業主導型☑ 

地域主導型 地方： 北海道☐ 東北☑ 関東☐ 北信越☐ 中部☑ 

    近畿☑ 中国☑ 四国☐  九州☐ 沖縄☐ 

 


